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生
活
指
導
部
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
　
¨
　

環
境
福
祉
部
で
は
、
今
年
度
の
事
業

ま
す
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¨
と
し
て
、
例
年
に
な
ら
い
、
「資
源
回

あ
さ
お
こ
し
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
収
」
、
「奉
仕
作
業
」
お
よ
び
「ア
ル

今
年
度
は
夏
休
み
に
ポ
ス
タ
ー
作
成
　
¨
ミヽ
缶
回
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ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
」
を
計

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
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●
画
い
た
し
ま
し
た
。

「感
謝
の
気
持
ち
で
　
あ
さ
お
こ
し
」

¨
　

各
事
業
と
も
、
保
護
者
の
皆
様
や
地

が
家
庭
　
地
域
に
も
広
が
る
よ
う
、
親

一̈
域
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

子
協
力
の
も
と
取
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
　
一̈
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
に
実
施
を
さ
せ

す
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¨
て
ぃ
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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十
～
十

一
月
を
強
調
月
間
と
し

て
意

識
　
¨

い
の
心

の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
よ

い

し
て
い
た
だ
き
、
親
子
の
心
を
か
よ
わ
　
¨
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
方
の
ご

す
日
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
組
　
一̈
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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活
指
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皆
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・
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提
案
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生
か
し
な
が
ら
、
子

¨

ど
も
た
ち
が
安
全
で
豊
か
な
学
校
生
活

¨

が
送
れ
る
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
き
　
一

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
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程
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調
査
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報
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¨
　

会
員
研
修
部
の
活
動
内
容
は
、
例
年

¨
に
な
ら
い
学
級
委
員
会
、
救
急
救
命
講

¨
習
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
別
ひ
び
き
あ
い
懇
談

¨
会
、
地
区
別
水
泳
、
講
演
会
等
を
実
施

¨
締
島
一
け
蒙
一
だ
嘩
様
開
け
榔
神
剛
“

¨
ひ
び
き
あ
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活
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を
実
施
し
て
い
ま
す
。

¨
本
年
度
の
活
動
に
お
い
て
は
、

「育
て

¨
よ
う
笑
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ま
れ
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思
い
や
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の
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¨
を
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●
え
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お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
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度
の
講

¨
演
会
に
お
い
て
も
、
身
近
な
ネ
ッ
ト
社

¨
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つ
い
て
昨
年
に
引
き
続
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Ｐ
Ｔ
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Ａ
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報
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